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商品市況展望  

平成 25 年 9 月 8 日記 

 

このコメントを書いている時点（土曜の昼）では、まだ 2020 年のオリンピック開催地は決定

してない。下馬評では当初、東京が有利だったわけだが、福島原発の汚染水漏れ問題で怪しくな

りつつある。マドリード有利説も、様々なところから聞えて来ている状態だ。 

当方としては、アベノミクスから現在に至る自民党・安倍政権の経済運営は評価しているので、

更なる景気の底上げにつながるだろうオリンピック特需に期待したいわけであり、何とか東京が

選ばれて欲しいと思っている。 

別に飛んだり跳ねたりする競技自体にそんなに興味があるわけではないが、老朽化した首都高

を始めとして橋やインフラが整備され、新たな観光客が来ればモノも売れるだろうし、景気には

間違いなく良い効果が出ると思っている。だからこそ、東京に来て欲しいわけだ。東京に決まれ

ば、福島の除染や東北の復興にも効果はあるだろうし、日経平均も 16,000 円を目指してすぐに

跳ね上がって行くだろう。更に今後数年間続く、壮大な上げ相場のスタートとなるだろう。そう

考えている。 

 

それゆえ、建設株やら何やら、当然のように買い仕込んでいる。ただし週末 6 日の金曜日は、

怪しくなった東京開催のおかげで建設株は急落。広範囲に株価は下落する状況であった。 

おそらく東京ではなくマドリードとかに決まるようなら、日経平均は先の 15,900 円が天井、

7 月の 14,900 円が 2 番天井となり、1 万円割れまでの下げの可能性が大だと考える。商品相場

も”脱デフレが元の木阿弥になる”かもしれない。期待が失望に変われば、そんなものだろう。週

明けには全部投げて、空売りに回らないとしょうがないと覚悟している。 

 

しかし、あまりにもどっちかに賭けるというのも危険なので、当方は万が一の事を考えて｢東

京電力｣を空売りした。2,000 円→200 円まで下げ、200 円→800 円まで上げ、現在は 500 円程

度の株価であるが、オリンピックがダメとなれば当然の如くその戦犯として｢東京電力｣は批判を

浴びるはずで、週明けはストップ安まで売られても驚かぬ。 

東京がダメだった場合は、これを売り乗せして他は全部売るし、逆に東京に決まったら売りは

踏んで買い乗せ攻勢である。 

 

そういう意味で、正直言えば”相場としてはどっちに行っても構わない”し、ともかく上でも下

でも大きく動けば構わないのだが、国内景気ということでは是非とも東京に決まって欲しいもの

だ。 

 

2020202020202020 年東京オリンピック開催決定！！年東京オリンピック開催決定！！年東京オリンピック開催決定！！年東京オリンピック開催決定！！    おめでとう！！おめでとう！！おめでとう！！おめでとう！！    

さあ、週明けは空売りを買い戻し、このまま買いで突っ走る！ 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \4,421 -23 \4,422 -21 

9 月 3 日 \4,459 38 \4,457 35 

9 月 4 日 \4,514 55 \4,511 54 

9 月 5 日 \4,446 -68 \4,448 -63 

9 月 6 日 \4,399 -47 \4,391 -57 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『短期的な調整局面入りした相場であろう。最大下がって 4,200

円台までの下落とみるが、中東情勢の変化や来週の重要な経済指標の発表次第では、一気に切り

返して 4,600 円台示現も無しとはしない。迅速な対応が必要な相場と見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けには 4,368 円（9/2）まで下落するものの、その後は切り返して 4,5324,5324,5324,532

円（円（円（円（9/49/49/49/4）と戻り高値を更新）と戻り高値を更新）と戻り高値を更新）と戻り高値を更新。しかし週末までにはまた軟化し、再び 4,300 円台へ入っての終了

である。 

なお雇用統計発表後の夜間取引では、雇用統計の数雇用統計の数雇用統計の数雇用統計の数字が良くなかった事から逆に金融緩和縮字が良くなかった事から逆に金融緩和縮字が良くなかった事から逆に金融緩和縮字が良くなかった事から逆に金融緩和縮

小が遠のいたと買われ、小が遠のいたと買われ、小が遠のいたと買われ、小が遠のいたと買われ、4,4304,4304,4304,430 円台へ戻っての終了円台へ戻っての終了円台へ戻っての終了円台へ戻っての終了である。 

 

さて直近の動きでは、3,7503,7503,7503,750 円（円（円（円（6/286/286/286/28）→）→）→）→4,3294,3294,3294,329 円（円（円（円（7/257/257/257/25）までの第一派の戻りは）までの第一派の戻りは）までの第一派の戻りは）までの第一派の戻りは 579579579579 円幅円幅円幅円幅。

今回の第二派は今回の第二派は今回の第二派は今回の第二派は 3,9753,9753,9753,975 円（円（円（円（8/88/88/88/8）→）→）→）→4,5324,5324,5324,532 円（円（円（円（9/49/49/49/4）までで）までで）までで）までで 557557557557 円幅の上昇円幅の上昇円幅の上昇円幅の上昇であるであるであるである。短期的には、

4,368 円を次に割り込めば完全に調整局面入りと考えられ、そうなると本格的な調整安が来るだ

ろう。 

逆に 4,532 円が天井ではなかったという動きを見せるようなら、4,600 円台も見えてくるわけ

だが、さすがにここから買う食指はあまりわかない。逆張りでの対処が良いと考える。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,399 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,391 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,398 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,390 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \\\\4,5314,5314,5314,531    9999 月月月月 4444 日日日日    \3,750 6 月 28 日 \4,388 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \\\\4,5324,5324,5324,532    9999 月月月月 4444 日日日日    \\\\4,3684,3684,3684,368    9999 月月月月 2222 日日日日    \4,391 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

9/69/69/69/6 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 13.513.513.513.5 ドルドルドルドル高高高高のののの 1313131386.586.586.586.5 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。南アのスト縮小で南アのスト縮小で南アのスト縮小で南アのスト縮小で安値安値安値安値はははは

1111333358585858.8.8.8.8 ドルドルドルドルまであったが、米雇用統計発表で雇用増加数が予想を下回ったた米雇用統計発表で雇用増加数が予想を下回ったた米雇用統計発表で雇用増加数が予想を下回ったた米雇用統計発表で雇用増加数が予想を下回ったため量的緩和のめ量的緩和のめ量的緩和のめ量的緩和の 9999 月月月月
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縮小が遠のいたと買われて終了縮小が遠のいたと買われて終了縮小が遠のいたと買われて終了縮小が遠のいたと買われて終了である。 

直近の高値は直近の高値は直近の高値は直近の高値は 1434143414341434 ドル（ドル（ドル（ドル（8/288/288/288/28））））であり、…中略…  

ただし下げてもただし下げてもただし下げてもただし下げても 1300130013001300 ドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならないドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならないドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならないドルを割り込まないと、完全な売り相場への転換とはならない。調整を

終えれば、再び上昇を開始して 1434 ドルを突破し、次の目標値である 1487.2 ドルを目指すシナ

リオはまだ残っている。 

だからといって、高値を追いかけてまで買いたい相場だとは全く思わないが。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 9/39/39/39/3 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

またまたまたまた 9/69/69/69/6 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

よって現状では、まだ史上最高値を目指してゆくほどの相場になろうとは思えない。NY 金の

1800 ドルや国内価格 5,000 円台奪還など夢のような話ではあろう。大きな目では｢大きな目では｢大きな目では｢大きな目では｢所詮は逆張り所詮は逆張り所詮は逆張り所詮は逆張り

の範疇での上昇を演じている場面の範疇での上昇を演じている場面の範疇での上昇を演じている場面の範疇での上昇を演じている場面｣であ｣であ｣であ｣であろうろうろうろう。 

再び本格的に上昇を始めるか、あるいは更なる安値に落ち込むかは、結局のところ｢米国が量

的金融緩和政策を止めた時｣になるのかもしれない。（その時は、金は下に向かうと思っている

が） 

 

結論として当方の相場観は、目先は若干だが戻り売り有利な展開での推移か。ただし中東情勢

の緊迫化で底堅いし、完全に米国が量的金融緩和の縮小に向かうまでは、逆張りの展開からは抜

け出せないだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \4,857 50 \4,869 51 

9 月 3 日 \4,890 33 \4,904 35 

9 月 4 日 \4,924 34 \4,945 41 

9 月 5 日 \4,820 -104 \4,836 -109 

9 月 6 日 \4,767 -53 \4,780 -56 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『高値警戒感からの調整局面入りをした相場ではあるが、

南ア材料のあるプラチナ相場の急落は無いだろう。突っ込み場面は買い拾い、5,000 円手前は利

食いをする高値高原相場が続くものと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けから 3 連騰して 4,9564,9564,9564,956 円（円（円（円（9/49/49/49/4）と戻り高値の更新）と戻り高値の更新）と戻り高値の更新）と戻り高値の更新となったが、そ

の後は下落して 4,7724,7724,7724,772 円まで円まで円まで円まで 184184184184 円の下落円の下落円の下落円の下落。その後の夜間取引でも 4,764 円まで値を消し、その

後は 4,800 円台を回復して引けた。南アのスト収束のニュースが、売られた原因である南アのスト収束のニュースが、売られた原因である南アのスト収束のニュースが、売られた原因である南アのスト収束のニュースが、売られた原因である。 

 

まだチャートは右肩上がりであるが、…中略… ほぼ戻りほぼ戻りほぼ戻りほぼ戻りの天井圏に入ってきているとはいの天井圏に入ってきているとはいの天井圏に入ってきているとはいの天井圏に入ってきているとはい

え、下がりづらい相場ともなっているのだろうえ、下がりづらい相場ともなっているのだろうえ、下がりづらい相場ともなっているのだろうえ、下がりづらい相場ともなっているのだろう。 

 

 ともかく 5,0005,0005,0005,000 円は壁円は壁円は壁円は壁である。だが 4,1254,1254,1254,125 円も当面の底円も当面の底円も当面の底円も当面の底なのだろうから、その中間地点なら

ば 4,560 円台。大きく下がったとして、おそらくそれくらいだろうと漠然と考えている。ストが

また再燃すれば、4,800 円割れが下値で、5,000 円との間での逆張りだろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,767 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,764 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,761 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,766 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \\\\4,9484,9484,9484,948    9999 月月月月 4444 日日日日    \4,125 6 月 27 日 \4,770 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \\\\4,9564,9564,9564,956    9999 月月月月 4444 日日日日    \\\\4,7724,7724,7724,772    9999 月月月月 6666 日日日日    \4,780 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,780780780780 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,391391391391 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝389389389389 円円円円。8/16 には 581 円まで拡

大していたサヤは、三尊天井のような格好で 375 円（6/30）まで縮小。 

…中略…  

結論として当方の相場観は、5,000 円突破はかなり難しいはずだが、大暴落もまだ無いだろう。

今週のような逆張り相場が、まだ継続するものと考える。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \26,000 20 \25,860 320 

9 月 3 日 \26,200 200 \26,210 350 

9 月 4 日 \25,300 -900 \25,720 -490 

9 月 5 日 \25,300 0 \25,760 40 

9 月 6 日 \25,290 -10 \25,530 -230 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『24,000 円割れは当面の底であろうが、26,600 円は逆に戻り天井であろう。

今後は、下値もみ合いの相場が続くものと考えている』とコメントした。 

今週の相場展開は、3 日には 26,35026,35026,35026,350 円の高値を記録して円の高値を記録して円の高値を記録して円の高値を記録して 2222 番天井打ち番天井打ち番天井打ち番天井打ち。その後下げた相場は、

25,000 円台半ばまで値を消した。 

 

ほぼ予想通りの展開となっているが、…中略…  

 

なお注目は、なお注目は、なお注目は、なお注目は、12121212 日に出る米農務省報告である日に出る米農務省報告である日に出る米農務省報告である日に出る米農務省報告である。前回は前回は前回は前回は生産高予測生産高予測生産高予測生産高予測をををを 137137137137 億億億億 6300630063006300 万万万万 BuBuBuBu 台台台台と下と下と下と下

方修正したわけだが、一部民間予想会社では方修正したわけだが、一部民間予想会社では方修正したわけだが、一部民間予想会社では方修正したわけだが、一部民間予想会社では 133133133133 億億億億 3000300030003000 万万万万 BuBuBuBu まで低下を予測する向きもあるまで低下を予測する向きもあるまで低下を予測する向きもあるまで低下を予測する向きもある。 

それでも昨年の昨年の昨年の昨年の 107107107107 億億億億 BuBuBuBu 台よりは多い台よりは多い台よりは多い台よりは多いわけだし、需要は需要は需要は需要は 126126126126 億億億億 7500750075007500 万万万万 BuBuBuBu なのだから急騰は

無いだろうが、農務省報告で再び生産高が下方修正されれば、しつこく 3 度目の戻りを演じる可

能性はあるだろう。 

 

また一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \23,620 8 月 12 日 \25,290 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,830 8 月 12 日 \25,330 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,740 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,470 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,990 8 月 13 日 \25,490 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \24,990 8 月 19 日 \25,530 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 9/69/69/69/6 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、9999 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 2.2.2.2.00000000 セントセントセントセント高高高高のののの 491.5491.5491.5491.50000 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 7.257.257.257.25

セントセントセントセント高高高高のののの 468.25468.25468.25468.25 セントセントセントセント。 

こちらのチャートも、453.75453.75453.75453.75 セントでひとまずの底打ちセントでひとまずの底打ちセントでひとまずの底打ちセントでひとまずの底打ちはしている格好だが、戻りもまた重

い状況。ただしこのチャートは 9 月限を表示しているため、新穀の 12 月限は一段下で推移して
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いる事には注意を。 

もっとも新穀は順ザヤであり、超長期の来年の新穀は 5 ドル台を維持。長い目で見れば、5 ド

ル以下というのは割安なのかもしれず、長期的にはどこで買うかの相場なのかもしれない。まだ

先の話ではあるが。 

    

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 9/39/39/39/3 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、12 日の米農務省報告で一段の生産高の下方修正があれば、再度

戻る可能性はある。しかし、その戻ったところは売りだろう。戻り売り方針に変化無しである。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \64,980 150 \53,670 570 

9 月 3 日 \65,000 20 \64,930 1260 

9 月 4 日 \64,500 -500 \54,420 -510 

9 月 5 日 \64,000 -500 \53,970 -450 

9 月 6 日 \64,900 900 \54,080 110 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『大相場に発展するとは思えないが、明らかに相場はコーンよりも強い環境

にある。ただしここから買いたくもないので、しばし様子見である』とコメントした。 

今週の相場展開は、55,27055,27055,27055,270 円と再び戻り高値の更新へ円と再び戻り高値の更新へ円と再び戻り高値の更新へ円と再び戻り高値の更新へ。その後はまた 53,000 円台へと値を消

したが、明らかにコーンよりも強い状況での推移である。 

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、7777 月の天井である月の天井である月の天井である月の天井である 56,34056,34056,34056,340 円（円（円（円（7/107/107/107/10）→）→）→）→49,13049,13049,13049,130 円（円（円（円（8/88/88/88/8）まで）まで）まで）まで 7,7,7,7,210210210210 円も暴落円も暴落円も暴落円も暴落

したものが、したものが、したものが、したものが、49,13049,13049,13049,130 円→円→円→円→55,27055,27055,27055,270 円（円（円（円（9/49/49/49/4）と今週の高値まで）と今週の高値まで）と今週の高値まで）と今週の高値まで 6,1406,1406,1406,140 円の戻りである円の戻りである円の戻りである円の戻りである。 

ほとんど往って来いと言っても良いような戻りであり、コーンのチャートとは全然違っている。

ファンドの大豆買い・コーン売り戦略は当たっているファンドの大豆買い・コーン売り戦略は当たっているファンドの大豆買い・コーン売り戦略は当たっているファンドの大豆買い・コーン売り戦略は当たっていると言って良いだろう。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \68,750 7 月 10 日 \46,920 

10 月 16

日 

\64,900 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\59,18059,18059,18059,180    9999 月月月月 3333 日日日日    \48,450 1 月 9 日 \57,960 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \\\\56,48056,48056,48056,480    9999 月月月月 4444 日日日日    \48,960 8 月 8 日 \55,980 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \\\\60,00060,00060,00060,000    9999 月月月月 4444 日日日日    \49,850 5 月 2 日 \58,190 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \53,660 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \\\\55,27055,27055,27055,270    9999 月月月月 4444 日日日日    \51,800 8 月 21 日 \54,080 

 今週も先物ばかりではなく、中物 3 限月が一代高値の更新である。つまりは、中物を買ってい

る人は、夏場よりも利が乗っているという事である。こりゃ強い。 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 9/69/69/69/6 のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、9999 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 14141414.00.00.00.00 セントセントセントセント高高高高のののの 1414141437373737.00.00.00.00 セントセントセントセント。11111111 月限では月限では月限では月限では 1111.00.00.00.00

セントセントセントセント高高高高のののの 1313131365.2565.2565.2565.25 セントセントセントセント。それより先の限月は安い。 

…中略…  

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 9/39/39/39/3 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

結論として当方の相場観は、この時期に及んでも一代高値更新の限月が続出している状況では、

安易な値頃売りは出来ない。ファンドも買っている事でもあり、まだ大豆買い・コーン売りのポ

ジションには利が乗って行くのであろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 265.6 9.2 278.5 9.4 

9 月 3 日 271.4 5.8 284.3 5.8 

9 月 4 日 268.9 -2.5 281.4 -2.9 

9 月 5 日 270.0 1.1 283.6 2.2 

9 月 6 日 270.0 0.0 282.7 -0.9 

先週号においては『260 円台をキープしていれば売り転換はしないだろうが、280 円台乗せと

ならなければ調整局面が続くだろう。大勢での押し目買いは継続中と見るが、調整局面がどこま

で続くかを見定める時期であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、287.9287.9287.9287.9 円（円（円（円（9/49/49/49/4）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。その後は横ばいで週を終えた。 

 

このところ｢上値目標は 262.0 円→238.7 円までの 23.3 円幅の倍返しなら、ズバリ 285.3 円｣

として来たわけだが、今週は一気にそれを実現した。前週の反落も、やはり単なる調整だった様

だ。 

ここまで来ると、次は 290 円だ、300 円だという話になるだろうが、それはおまけの分であろ

う。あるかもしれないが、ファンダメンタルズではゴム自体の需給に買い材料は見当たらないの

だから、またかつてのような青天井相場になるとは思えない。 

買い方針は一度降りて、休むもまた相場也！買い方針は一度降りて、休むもまた相場也！買い方針は一度降りて、休むもまた相場也！買い方針は一度降りて、休むもまた相場也！という事で良かろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7 5 月 13 日 221.9  6 月 25 日 270.0 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 271.0 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 278.7278.7278.7278.7    9999 月月月月 4444 日日日日    223.9  6 月 25 日 273.0 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 281.8281.8281.8281.8    9999 月月月月 4444 日日日日    225.5 6 月 25 日 276.6 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 285.0285.0285.0285.0    9999 月月月月 4444 日日日日    238.7 7 月 31 日 279.1 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 287.9287.9287.9287.9    9999 月月月月 4444 日日日日    268.2 8 月 30 日 282.7 

先物先物先物先物 4444 本本本本までまでまでまで一代高値の更新である一代高値の更新である一代高値の更新である一代高値の更新である。 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、9 月限 270.0 円～2 月限 282.7 円と 12.712.712.712.7 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は変わっていな

い。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は現在の輸入採算価格は現在の輸入採算価格は現在の輸入採算価格は…中略…  

 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、8/31 現在で 1,147 トン減の 5,244 トン。12 旬連続の減少である。さす

がに 5,000 トン台の在庫は少ないか。 
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上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、一時 21,000 元台に乗せたが、抜けきれずにもみ合いへ。東京市場もそれを

見た動きとなったわけだ。 

 

現在、ゴム自体に何か特別な材料があるわけではない。動いているのは、外部要因である。た

だしその外部要因は、中東問題～米量的緩和問題など多岐に渡っており、それらの動きで左右さ

れているわけだ。こういう時には、素直にチャートに従うのが一番だろう。 

 

 結論として当方の相場観は、前々からコメントしていた目標値に到達した。ここは次の展開を

冷静に見定めるため、休むも相場の時期とするのが正解だろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『NY 原油 112 ドル台、東京原油 66,750 円（年初来高値）からは調整局面入

りしているが、大天井を打って暴落に入ったという事は無いだろう。調整が完了すればまた買わ

れる可能性は高く、内外とも 2 番天井を付けに行くのではあるまいか』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 104.21104.21104.21104.21 ドル（ドル（ドル（ドル（9/39/39/39/3）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落するものの、その後はまた戻して

108 ドル前後での推移。週末は更に上がり、前日比 2.16 ドル高の 110.53110.53110.53110.53 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了である。 

 

チャートでは 112.24112.24112.24112.24 ドル（ドル（ドル（ドル（8/288/288/288/28）→）→）→）→104.21104.21104.21104.21 ドル（ドル（ドル（ドル（9/39/39/39/3）まで）まで）まで）まで 8.038.038.038.03 ドルの下落ドルの下落ドルの下落ドルの下落を演じたわけだ

が、どちらも長いヒゲでの出現価格である。引け値ベースで見ればちょっと調整はしたが、週末週末週末週末

の終値は実質的な高値更新であるの終値は実質的な高値更新であるの終値は実質的な高値更新であるの終値は実質的な高値更新である。 

現在のところ、本当に米国がシリアを攻撃するのかどうかの判断はつかないが、…中略…  

    

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111111116666 ドル台、ドバイはドル台、ドバイはドル台、ドバイはドル台、ドバイは 110110110110 ドル台ドル台ドル台ドル台での終了であり、やはり確

りしている。 

また 8/8/8/8/22227777 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \67,300 -550 \64,490   

9 月 3 日 \68,760 1460 \65,620 1130 

9 月 4 日 \69,250 490 \66,030 410 

9 月 5 日 \69,020 -230 \65,900 -130 

9 月 6 日 \69,140 120 \65,780 -120 

東京原油は、週明けの 2222 月限発会は月限発会は月限発会は月限発会は 63,89063,89063,89063,890 円円円円と急落して始まったが、発会底となって発会底となって発会底となって発会底となって 66,38066,38066,38066,380

円（円（円（円（9/69/69/69/6）まで反騰）まで反騰）まで反騰）まで反騰。その後の夜間取引でも 66,000 円台を記録している。予想通りの動きである。 

 

ただし米国のシリアに対する軍事制裁には、G20 でも結局賛同は得られず、米国議会でも承認

を得られない事態になれば、また一時的な下落の可能性もあるか。週末の雇用統計の発表後に、

円高が進んだのも懸念の一つである。 

ただそうは言っても、手放しで｢さあ天井だ！｣と売れるような相場ではなく、チャートでも相

対力指数はまだ 60 ポイント台にとどまり、過熱感は無い。先物引き継ぎ足では 3,000 円ほど押

したわけだが、倍返しをした場合は 69,000 円台まで目標値は引き上げられる。となれば、戦略

としては押し目買いが中心という事になるだろう。 

 

 

 



 11 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \\\\69,80069,80069,80069,800    9999 月月月月 4444 日日日日    \57,370 4 月 18 日 \69,140 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \\\\68,42068,42068,42068,420    9999 月月月月 5555 日日日日    \57,510 5 月 2 日 \67,970 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \\\\67,78067,78067,78067,780    9999 月月月月 4444 日日日日    \58,040 6 月 14 日 \67,240 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \\\\67,17067,17067,17067,170    9999 月月月月 4444 日日日日    \60,000 8 月 9 日 \66,590 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \66,750 8 月 28 日 \59,720 8 月 9 日 \66,150 

2014 年 2 月 \\\\63,89063,89063,89063,890    9999 月月月月 2222 日日日日    \\\\66,38066,38066,38066,380    9999 月月月月 6666 日日日日    \\\\63,89063,89063,89063,890    9999 月月月月 2222 日日日日    \65,780 

 今週もほとんどの限月が一代高値を更新しているわけで、相場が買い方ペースで進んでいるの

は間違いのないところ。 

 

結論として当方の相場観は、シリアに対する米国の軍事制裁が回避されれば、また一時的に大

きく下落する可能性はある。しかし中東問題の根本的な解決は難しいだろうから、常にまだ火種

は残っている状態だ。そう考えると、やはり押し目買いがベターな戦略であろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \77,190 -770 \76,700 -930 

9 月 3 日 \77,980 790 \77,750 1050 

9 月 4 日 \79,120 1140 \78,230 480 

9 月 5 日 \79,430 310 \78,160 -70 

9 月 6 日 \79,740 310 \77,910 -250 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『目先は調整局面入りかもしれないが、トレンドが売りに変わる事は無いだ

ろう。押し目買い継続の相場であり、最終的には更なる高値を記録する事になるだろう』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、先週末～週明けの急落で 2,5002,5002,5002,500 円の調整安円の調整安円の調整安円の調整安を入れたものの、そこからは反

騰。78,00078,00078,00078,000 円を挟んでの動き円を挟んでの動き円を挟んでの動き円を挟んでの動きとなった。 

    

78,87078,87078,87078,870 円円円円（（（（8/288/288/288/28）→）→）→）→76,37076,37076,37076,370 円（円（円（円（9/29/29/29/2）まで）まで）まで）まで 2,5002,5002,5002,500 円の下げがあったが、現在はまた円の下げがあったが、現在はまた円の下げがあったが、現在はまた円の下げがあったが、現在はまた 78,00078,00078,00078,000 円円円円

を挟んだ動きであるを挟んだ動きであるを挟んだ動きであるを挟んだ動きである。やはり簡単には、天井やはり簡単には、天井やはり簡単には、天井やはり簡単には、天井打ちからの下落トレンドへの転換とはなっていな打ちからの下落トレンドへの転換とはなっていな打ちからの下落トレンドへの転換とはなっていな打ちからの下落トレンドへの転換とはなっていな

いいいい。 

…中略…  

特にオリンピックの東京開催が決定し、安倍首相はまた株を上げている。安倍首相の株が上が

るということは、本当の株も上がるのだろうし、商品相場にも強材料であろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \\\\80,00080,00080,00080,000    9999 月月月月 6666 日日日日    \68,150 4 月 18 日 \79,740 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \\\\79,79,79,79,060060060060    9999 月月月月 6666 日日日日    \68,030 5 月 2 日 \78,530 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \\\\77,88077,88077,88077,880    9999 月月月月 6666 日日日日    \69,450 6 月 14 日 \77,330 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,500 8 月 28 日 \69,520 6 月 27 日 \76,600 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \77,660 8 月 28 日 \71,020 8 月 9 日 \76,450 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \78,870 8 月 28 日 \75,650 8 月 28 日 \77,910 

期近期近期近期近 3333 本が更に本が更に本が更に本が更に一代高値の更新一代高値の更新一代高値の更新一代高値の更新であり、これでは先物だけ下がるというわけには行かないだろ

う。 

 

9/69/69/69/6 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

8/318/318/318/31 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、スポット価格が 83,450 円となっている状況では、先物市場はま

だ割安との判断をせざるを得ない。押し目買い継続の相場に変化はなく、更なる高値に舞い上が

っても何の不思議もないだろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

9 月 2 日 \77,610 -350 \78,720 -800 

9 月 3 日 \78,760 1150 \79,890 1170 

9 月 4 日 \79,650 890 \80,210 320 

9 月 5 日 \79,580 -70 \80,180 -30 

9 月 6 日 \79,640 60 \80,230 50 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『買いのメインは 1 月限、2 月限であろう。8 万円台を大きく突破してから

調整局面入りとなっているが、大天井を打ったとは思えず、調整が完了すれば再び上値追いとな

るだろう。押し目買いの継続である』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末～週明けは調整局面となったものの、その後はまた上昇に転じて高

値更新。週末は 80,73080,73080,73080,730 円（円（円（円（9/69/69/69/6）と高値更新）と高値更新）と高値更新）と高値更新であり、他の限月も高値更新の月が多い状況。 

 

12～2 月限は 81,000 円台の高値を記録であり、チャートトレンドもまだ右肩上がりの状況に

変化はない。先物の年初来高値は先物の年初来高値は先物の年初来高値は先物の年初来高値は 82,03082,03082,03082,030 円（円（円（円（2/122/122/122/12）であるが、少なくともそれを超える価格を）であるが、少なくともそれを超える価格を）であるが、少なくともそれを超える価格を）であるが、少なくともそれを超える価格を

示現することは、何の不思議もない状況だと考えている示現することは、何の不思議もない状況だと考えている示現することは、何の不思議もない状況だと考えている示現することは、何の不思議もない状況だと考えている。 

先物でその価格を超えた場合は、この需要期限月の 12～2 月限は、もっと高値を記録してもお

かしくないだろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \\\\79,77079,77079,77079,770    9999 月月月月 6666 日日日日    \69,000 4 月 18 日 \79,640 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \\\\80,44080,44080,44080,440    9999 月月月月 6666 日日日日    \69,850 5 月 2 日 \80,020 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \\\\81,13081,13081,13081,130    9999 月月月月 6666 日日日日    \71,580 6 月 14 日 \80,690 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \81,230 8 月 28 日 \72,650 6 月 27 日 \80,760 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \81,200 8 月 28 日 \74,130 8 月 9 日 \80,670 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \\\\80,73080,73080,73080,730    9999 月月月月 6666 日日日日    \77,710 8 月 28 日 \80,230 

ほぼ全限、一代高値の更新中と言っても過言ではない。 

 

9/69/69/69/6 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

8/318/318/318/31 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、8 万円以下の灯油は割安との判断で、押し目買い方針の継続が良

いだろう。原油相場に何らかの懸念材料が発生すれば、一段高に舞い上がるのは必至との判断ゆ

えに。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

チャートの円安ピークであるチャートの円安ピークであるチャートの円安ピークであるチャートの円安ピークである 103.73103.73103.73103.73 円（円（円（円（8/228/228/228/22）と）と）と）と 101.53101.53101.53101.53 円（円（円（円（7/87/87/87/8）を結んだ延長線上が抵抗）を結んだ延長線上が抵抗）を結んだ延長線上が抵抗）を結んだ延長線上が抵抗

ラインなのであるが、ラインなのであるが、ラインなのであるが、ラインなのであるが、9999 月に入ってそのトレンドラインはすでに大きくブレイクしている月に入ってそのトレンドラインはすでに大きくブレイクしている月に入ってそのトレンドラインはすでに大きくブレイクしている月に入ってそのトレンドラインはすでに大きくブレイクしている。また

一目均衡表の雲の上にも抜けているのだ。 

これは円安トレンドの発生を意味しているが、その支持線は 93.79 円（6/13）と 95.80 円（8/8）

を結んだ線になる。チャートではそう読めるわけだ。ご参考に。 

    

なお来週の主な予定は、…中略…  

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

 ドル/円相場とほぼ同じような線形のチャートではあるが、対ドルよりも更に円安が定着して

いる印象がある。（円高時のブレが小さく見える） 

 対ユーロで円安という事は、逆に言えばユーロが強いわけであるが、なぜそうなっているのか

の回答を当方は持っていない。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/ドル相場は、グラフが上に行くほどドルが安い。下に行くほどドルが高いという事を

意味しており、つまり 8/20 まではドル安で、その後はまたドル高になってきたということ。 

NY 金相場は、一般的にはこのドル安時には上昇する、ドル高時には下落するのが普通だ。ご

参考に。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


